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研究シーズの概要 

「物理学」と聞いて、どのようなイメージが浮かびますか。 

「固い」「難しい」「好きでない」— — — そんなイメージが浮かぶ方も少なくないかもしれませ

ん。実際に、高校生を対象とした調査でも、物理の勉強を好きだと思っていない生徒の割合が多

いこと、特に女子でその傾向が強いことが示されています[1]。 

本研究室ではこうした現状を打破すべく、物理の教材開発に取り組んでいます。最近は芸術分野

の要素を取り入れた物理教材の開発を進めています。芸術は、物理とは異なるイメージを持って

おり、これまで物理に前向きに取り組めていなかった生徒の意欲向上につながる可能性があると

考えています。一方で、自然科学と芸術は、両方とも観察スキルが重要であるなど重要な共通点

を持っていることも指摘されています[2]。本研究室でも物理と芸術の本質的な共通点を見出し、

それを切り口にした教材開発に取り組んでいます。 

こうした取組を通じて、性別などの属性に関わらず、誰もが楽しんで物理の学習に取り組める環

境の実現に貢献したいと考えています。 
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